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事
盤
下

の
中
小
エ
業
と
金
融

第

五
.十
四
魯

二
〇
穴

第

二
貌

事

.愛

下

の

中

小

工

.業

ご

金

融

」

愛

知

縣

毛

織

物
.工
.業
.
に
.つ

い

て

瞬ズ

　

ロ

田

杉
.

亀

支
那
事
礎
勃
登
と
毛
織
物
工
業

、

「

八
八競

支
那
窮
攣
勃
褒
以
前
に
お
け
る
愛
知
縣
毛
織
物
工
業
が
極
め
て
急
速
な
磯
展
を
途
げ
、
短
期
間
⑳
ヶ
ち
に
大
企
業
に
勤
立
し
て
中

.

小
譲

途

の
轟

鷹

忠

を
擬

す
・
葦

づ
光
こ
議

並
歪

漁

る
中
小
企
蒙

そ
の
震

・
房

的
審

・
捧

っ
て

問
屋
金
撒
を
脱
し
霧

吹
金
轍
機
関
よ
り
直
接
融
通
を
受
け
み
に
至
っ
た
忌

は
、
他

の
槻
會
に
之
を
述
べ
渇
。
咀
和
+
二
年
に
み

.

い
て
愛
知
縣
毛
蕩

工
蓉

毒

警

お
い
.て
.】
、
.;

六
師
丞

國
の
七
一
・
四
%
皇

つ
、
た
と
ひ
織
機
叢

に
三

七
、
○

八
Q
即
ち
全
図
の
五
六
・三
%
、
.職
工
数
に
お
い
て
二
二
、
三
二
九
帥
ち
全
国
「の
四
四
・八
房
で
あ
っ
て
(商
工
省
統
計
義
)
、
中
小
企
業

が
支
配
的
な
る
こ
と
を
示
す
に
も
せ
よ
粗
當
な
地
位
を
占
め
、
且
つ
大
企
業
と
の
間
に
は
製
品
分
野
に
お
い
て
か
な
り
明
瞭
な
分
業

關
係
に
立
ち
、
モ
ス
リ
ン
或
ば
無
地
の
洋
服
地

酒サ
ー
ヂ
)
の
如
き
も

の
に
於
乃
は
大
企
業
が
.支
配
的
で
あ
る
が
、
愛
知
縣
を
中
心
と

す
る
中
小
企
業
ば
着
尺
セ
ル
、
柄
物
洋
服
地
、
殊
に
婦
人
見
服
地
の
如
き
、
嗜

好
に
慮
す
る
少
量
単
位
の
生
産
を
行
ふ
と
と
も
に
、

純
毛
織
物
よ
り
も
他
の
繊
維
と
の
交
織
物
に
よ
り
、
や
玉
先
便
な
る
大
衆
品
に
主
力
を
注
い
で
き
た
の
で
あ
る
。

、「
概
に
中
小
企
業
乏
い
は
れ
る
こ
の
地
方
の
毛
織
物
工
業
者
の
う
ち
に
も
、
内
地
及
び
海
外
市
場
の
撰
大
に
俘
ひ
相
當
の
成
長
を

,

途
げ
た
も

の
あ
砂
、
や
玉
人
な
る
も
の
に
あ
っ
て
ぱ
、
中
小
企
業
.に
普
通
潅
ゐ
問
屋
の
絶
対
的
支
配
を
離
脱
し
て
、
組
螢
上
從
っ
て

「金
融
上
に
も
猫
立
傾
向
を
騒
め
る
に
至
る
。
.そ
の
顯
著
な
る
讃
左
は
、
昭
和
七
年
以
偉
の
轍
出
伸
張
期
民
需
い
て
機
業
者
が
原
料
毛

の 拙稿、、辱知縣毛織物工 業に於 ける金融(本 誌第53巻 第6號)。

'

が

.

㌔



堅

'

、

綜
を
自
ら
の
・資
力
に
て
購
入
す
る
は
勿
論
、
製
品
販
費
に
つ
い
て
も
漸
次
に
阪
榊
東
京
等
の
集
散
地
問
屋
(所
謂
東
西
問
屋
)と
の
聯
絡

伸

を

強
め
、
.鑑

羅

商
髪

配
が
驚

に
な
っ
た
ζ
、・
で
あ
る
。
・
れ
鑑

羅

商
に
代
っ
て
東
西
問
屋
が
支
配
し
た
に
過
享

、
.
棚

何
れ
に
せ
串

生

業
者
蕎

業
者
髪

配
さ
れ
乏

は
相
覆

い
け
れ
ど
も
、
既
策

西
問
屋
と
の
籍

が
穿

な
つ
突

け
、

勒

.

機
業
者
の
資
力
と
信
用
ど
.が
興

し
た
事
實
を
物
語
・
も
含

外
な
ら
ぬ
・
原
欝

付
資
金
及
藁

織
期
間
中
の
運
馨

金

(所
謂

拠磁

.

織
溜
賓
金
)
に
つ
い
て
も
直
接
銀
行
ま

ゆ
融
通
を
仰
ぎ
得
る
に
至
り
た
こ
と
は
當
然

で
あ
.る
調
い
ま
や
こ
れ
ら
の
諸
傾
向
は
實
花
実

、
鮪

那
專
攣
勃
螢
以
來
も
継
続
し
、
戦
時
職
制
は
種
々
の
制
約
を
加

(
つ
.≒
も
、
機
業
者

の
勢
力
伸
張
を
強
め
る
方
向
に
愉

絶
た
の
で
為

る
。小
論
に
お
い
て
は
こ
の
黙
を
誰
明
す
届
若
干
の
具
禮
的
事
實
を
述
べ
て
、事
鍵
下
の
中
小
工
業
金
融
の
姿
を
捉

へ
ん
と
試
み
た
。
.
細

、

一
毛
織
物
工
業
の
顯
著
な
磯
展

の
根
本
的
動
力
と
な
っ
た
も
の
は
、
國
内
毛
織
物
需
要
並
び
に
海
外
輸
出
の
増
大
で
あ
っ
た
こ
と
疑

側

r

ひ
な
-
、
誉

は
蓄

の
蕎

な
る
が
故
《

舞

要

り
な
い
・
し
葱

、
内
地
の
洋
服
着
用
霊

・
及
は
毒

窪

い
て
か
は
ら

臥

碧

霧

で
あ
・
・
輪

が
婆

茎

般
的
に
抑
へ
rざ
・
限
り
、
蠱

物
婆

は
讐

葵

す
・
・
と
ば
明
ら
か
蕩

ら
う
。
上

襲

.

も
戦
時
舞

は
膨
大
な
る
國
委

出
を
通
じ
て
国
民
の
購
買
力
を
附
加
す
・
・
た
蚤

置

生
羅

大
の
要
請
が
各
種
の
統
製

以
.
禰

・
之
墨

差

…

奉

答

…

か
毛

差
智

嚢

黎

以
来
、
毛
務

工
蕾

加
へ
・
れ
た
統
制
・
進
量

覆

す
・

翻
細縦

.

こ
と

が
便

宜

で

あ

ら

ケ
。

.

.

・
.

、

㌔

」
.
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事
憂
勃
獲
に
先
立

つ
昭
和
十

一
年
既

に
封
濠
洲
通
商
問
題

の
た
め
原

毛
輸
入
が
制
限
さ
れ
、
之
に
謝
し
て
分
散
買
付
主
義
と
代
用
繊
維

の
使
用
を
以

縢

て
湿

せ
ざ
る
を
誓

い
叢

に
あ
っ
た
ξ

ろ
、
彊

と
悲

輸
入
制
限
竺

楚

強
化
蕊

た
。
抑
毫

鷲

は
.原
料
羊
董

穿

輸
入
す
。

(野

+
二
年
度
八
.+
六
萬
八
震

、
約
二
億
九
千
舎

寓
圓
)
籔

七
て
、
器

は
相
當
の
笛

を
示
し
た
轟

前
に
て
も
↓δ
%
潔

(
+
季

度

蹴

鳳

毛
に
探

し
て
約
+
五
蔑

・
約
七
千
臨

)
に
止
奮

・
大
部
分
が
園
内
民
需

見

て
ら
葉

み
た
・
と
が
ら
し
て
、
轟

以
来
は
薮

に
羊

.

毛
輸
入
の
制
限
は
強
化
託

.
貧

を
許
可
直

る
も
の
笑

募

輩

窺

・
し
て
留
保
嘉

登
」
と
左

・
。
.昭
和
士
.髭

月
輪
臭

・叩簿
.
.
勾

・

駆

る
臨
時
措
獲

聞
す
・
法
律
を
鑑

じ
乏

に
基
毒

時
雷

入
許
可
規
則
に
よ
っ
て
同
+
月
華

を
輸
壽

可
制
と
し
奈

、
餐

素

の
輸

噌
.籬

下
の
中
小
垂

と
金
融

.

.

.

.

釜

+
四
審

二
〇
七
.̂

第
二
號

八
九

、

戸
〆

噛

」

=.』..、一 一.二一 .〆
.

、
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事
里
下
の
中
小
工
業

と
金
融

第

五
+
四
春

二
〇
八

,

第

二
號

九
〇

ノ

、

人
置
は
急
激
に
抑
墜

さ
れ
、
し
か
も
十
三
年
三
月
羊
毛
リ

ン
ク
制
.の
實
施
を
行
び
、
民
需
用
羊
毛
は
原
側
と
し
て
輸
入
を
見
な
い

こ
と
玉
な

っ
た
。
か

減

の
如
き
見
料
規
制
に
封
懸
し
て
ま
つ
生
産
側
に
各
種
の
統
制
が
加

へ
ら
わ
充
。
第

一
.に
弔
製
品

ス
テ
プ
ル
フ
ア
吋
バ
ー
等
混
用
観
測
(
+
二
年
+
且
)
.

に
よ

っ
て
ス
フ
其
他

の
代
用
繊
維

と
.の
混
織
、
混
紡
を
強
制
し
て
、
羊
毛
不
足
.を
緩
和

せ
ん

と
し
た
。
混
用
率

は
十
三
年
七
月
に
引

上
げ
ら
れ
た
コ
第

二
に
他

の
繊
維
工
業
と
同
謙
に
民
需
生
産
抑
制

の
方
針
に
從
ひ
、
同
時

に
繊
維
示
足

に
瑠
逮
す
る
た
め
ッ
こ
」
で
も
繊
維
工
業
設
備
に
聞
す

る
件

(+
.

三
年

二
月
)
に
よ

っ
て
設
備

の
新
設
増
設
「を
禁
止
し
た
が
、
更
に
進
ん
で
第
三
に
は
、
現
在
設
備
ま

で
も
休
止
す
る
必
要
を
生
じ
、
,毛
織
物
製
造
制
限

ヨ

規
則
(
十
=}年

+

一
月
)
に
よ
り
て
織
機
封
鍼
む
行

っ
た
(
干
五
年
五
九
慶
止
)。
.
一
方
リ

ン
ク
.制
に
よ
り
輸
出
を
増
進
壁
ん
ど
し
た
け
れ
ど
も
海
外
市
場

の
政
治
的
障
害
と
低
償
格

の
た
め
極
め
て
不
振

で
あ
っ
た
。
.

か
く

の
如
き
生
産
統
制

に
つ
ぐ
の
は

債
格
統
制
乏
配
給
瀧
制

で
あ
る
。

原
料

の
配
給
統
制

に
つ
コい
て

い
へ
ば
、

以
上

の
加
速
生
産
統
制
に
も
拘
ら

な
　

ず
、
凍
蒜
不
足
ど
昏

種
織
物
を
通
ず
る
需
要
揖

の
た
込
、
.原
棘
個
格

の
騰
貴

と
原
料

の
大
槻
業
者
偏
在
と
を
防
止
し
得
ず
、
〔
こ
Σ
に
十
四
年

一
月
公
布

コ
　
　

.

さ
れ
た
縣
配
給
統
制
規
則

に
基
き
、
同
四
月
よ
り
梳
毛
紬

の
、
同
五
月
よ
り
紡
毛
綜
の
切
符
に
よ
る
配
給
を
行

ふ
に
至

っ
た

.(同
規
則

に
よ
り
手
持
縣

『

の
滑
費
も
疏
制
下
に
入
っ
た
)。
』
・が
て
こ
の
、配
給
統
制
億
實
績
基
準
よ
切
設
備
基
準
へ
と
整
備
選
れ
充
。
製
品
の
配
輪
蕊
制
椎
後
に
来
る
。
ま
た
夙
.

様
な
ち
事
情
に
よ
っ
て
宅
縣
ど
吊
織
物
の
便
格
騰
貴
拡
進
行
し
た
噂
昭
荊
十
三
年
に
入
っ
て
物
債
騰
債
が
一
班
的
に
顯
著
[と
な
旦
、
物
価
統
制
が
進
め
・

ら
れ
る
に
慮
じ
て
ま
つ
十
三
年
七
月
慮
急
晦
に
毛
製
品
に
っ
き
六
月
ニ
ャ
八
日
の
贋
格
(所
謂
指
定
便
格
)を
超
え
で
販
賞
す
る
を
禁
じ
、
緩
い
で
八
月

.

毛
綿
販
更
取
締
規
則
に
よ
り
毛
綜
の
最
高
販
寮
便
格
を
決
定
し
、
又
規
格
軍
純
な
る
毛
織
物
そ
の
他
の
毛
製
品
に
つ
ぎ
愛
知
縣
の
地
方
公
定
債
格
を
定

.

め
た
。
之
よ
U
領
格
統
制
は
漸
次
値
強
化
さ
れ
、
十
四
年
末
に
は
廣
汎
な
る
範
園
に
亙
り
公
定
領
格
が
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

昭
和
十
四
年
の
末
、
若
く
は
千

五
年
初
め
に
は
以
上
の
如
《
し
て
設
備
楓
張
は
制
限
せ
ら
れ
、
毛
縣
は
配
給
票
に
よ
っ
て
日
本
毛

縣
元
費
卸
商
業
組
合
に
よ
り
共
同
販
費
さ
れ
、
偵
格
は
毛
縣
、
毛
織
物
乏
も
に
胎
ゼ
公
定
さ
れ
る
(規
格
竜
制
限
ざ
ポ
た
)
に
至
り
、

一

濾
統
制
機
構
は
整
っ
た
か
に
見
え
る
。
然
し
乍
ら
偵
絡
公
定
そ
の
も
の
が
暗
示
す
ぐ
通
り
、
、商
品
減
に
も
拘
ら
す
、
需
要
増
隔
ひ
い

て
債
格
騰
貴
が
ら
機
業
者

の
資
本
蓄
積

が
著
し
く
進
行
し
た
こ
と
が
配
給
経
路
を
著
↓
く
改
攣
し
た
の
み
な
ら
す
、
公
定
便
格
制
の
・

間
隙
を
利
用
す
る
者
も
増
加
し
,
途
に
十
五
年
毛
織
物
の
配
給
統
制
(五
凋
)
と
用
途
別
指
定
生
産
(煮
月
)と
が
開
始
さ
れ
る
に
至
の
、
.

そ
の
後
に
強
行
さ
れ
た
宥
企
業
合
同
と
相
俟
っ
て
、
今
や
漸
ぐ
毛
織
物
工
業
及
び
そ
の
配
給
系
統
が
戦
時
経
済
に
通
ず
る
如

く
整
備
.

さ
れ

て
来
た
の
で
あ
る
②
か
く
て
我
ゐ
は
中
小

工
業
金
融
分
観
鮎
か
ら
し
て
重
要
な
る
中
小
工
業
者
の
資
本
蓄
積
の
進
行
を
ま
つ
見

■

r馬

、
.



'
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、

炉

」
.

た
る
後
、
生
産
機
構
及
び
配
給
経
路

の
混
飢
せ
る
状
態
を
概
観
し
、
更
に
最
近
の
統
制
機
構
に
及
ん
で
、

憂
化
の
闇
に
お
け
る
金
融
状
態
を
見
る
ζ
と
』
す
る
。
.

r

こ
.れ

ら

の
目

ま

ぐ

る

し
き

一「
.
機
業

者

の
資

本
蓄
積
過
程
.

、
中
小
工
業
者
が
そ
の
螢
業
資
金
の
.[
部
を
岡
屋
卸
商
等
よ
り
仰
ぐ
.て
と
は
最
も
普
通
の
ζ
と
で
あ

る
が
、
.い
ふ
ま
で
も
な
く
そ
.の

資
力
不
雰

霊

劣

っ
て
、
斎

捷

原
料
隠
金

歪

製
.眼

費
上
の
蕩

清
華

問
屡

象

が
密

、
そ

覆

關
嘗

て
問
屋
金
傲
を
う
け
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
業
者
が
資
本

の
蓄
積
を
な
し
得
る
時
臓
問
屋
よ
り
猫
立
ナ
る
能
力
を
そ
れ
だ

け
得
た
こ
ど
を
意
味
す
る
レ
愛
知
縣

の
毛
織
物
工
業
が
屯
小
企
業
か
ら
出
獲
レ
た
る
に
も
拘
ら
す
、

一
方
に
絶
え
ず
零
細
賃
機
を
新
.

し
ぐ
稜
生
.せ
し
め
乍
ら
、
他
方
有
力
な
る
も
の
は
資
本
を
蓄
積
し

て
潮
吹
企
業
規
模
を
損
大
し
た
が
た
め
、
工
業
者

の
積
極
的
な
経

過
穫

と
勢

駒
落

と
に
嵩

で
、
藩

上
蓋

里

雪
塵

よ
↓
饗

し
囎

み

が
慣

し
マ

あ
っ
書

直

既
達

愛 知縣毛織物工業 の襲展概要

大 年9

12

昭 和 犀

3.

5

7

8

9

10

11

、 ユ2

工場敷

384
』528

678

697

805

944

936

944

1.094

1,100.
'.1176

3

槻 藍 敷

6;876

7,780

9,017

10,024

9,957

13.536

14526

14,353.・

16,803

16,889

17,0SO

生塵額.
阿

25,夢59

60,647

.62,042

83,029

78,402

84260

10些,416

156,022

182,561

.220,96亨

218,553

ト

車
懸
叩下
の
中
小
工
業
と
金
融

㌔

を
述
べ
た
。
か
ぐ
の
和
ぎ
急
遽
な
る
獲
展
の
過
程
に
あ
っ
て
は
生
産
及
び
配
給
…に
.

給
い
て
費
用
逓
減
法
則
が
支
配
し
、

」し
か
も
ま
た
生
産
量
及
び
取
引
量
増
大
に
基

く
収
益
の
論
ヱ
ん
が
衡
さ
れ
る
.の
が
常
で
あ
る
。
屑
屋
一及
び
機
業
者
…は
見
本
よ
ゆ
も

糸
使
用
量
を
減
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
多
少
と
も
品
質
を
落
ず
ご
と
が
殆
ど
常
識

で
み
っ
た
し
、

こ
、
に
も
利
益
を
生
む
途
が
あ
っ
た
。
直
接
に
資
本
の
蓄
積
額
ど
.

.

捉

へ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
.利
益
を
直
ち
に
織
機
増
設
の
た
あ
固
定
す
る
慣

・

習
よ
り
す
れ
ば
,
上
表
の
如
き
工
場
数
並
び
に
織
機
蔓
数
の
増
加

(昭
和
以
来
四
幅

力
織
機
淋
急
速
に
支
配
的
と
な
っ
た
こ
と
を
注
意
せ
よ
)
ば
大
鎧
蓄
萄
を
推
定
せ
し
め
る
。

第
五
十
四
巻

二
〇
九

第
二
銃

丸
甲
ボ

脚
.

■

・

⇒.小 出保 治 氏 が 愛 知縣 統 計 書 ギ 商 工 省 統 計 書 よ り作成 され た る 敷 字 に 依 る.(毛織
、 昭 和15毎12月 號 、 垣年1月 號)。,

小 出保 漁 、 上 掲 論文o ..ズ2)
1
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事
縫

下

の
中
小

工
業

と
金

融

、
.

.

第

五
十
四

巻

哺=

O

第

二
號

,

九

二

-

而
』

、か
き

奮

の
奨

が
機
馨

の
猫
立
傾
厘

聡

、
掌

述
べ
を

如
き
毛
織
物
の
生
犠

構
宝

勢

法
・
姦

馨

し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

、
.
.

・
.
・
.

、
.
.
.

、

享
受
磯
生
以
来
の
最
能
…に
眼
を
聴
す
る
と
ぎ
戸
機
業
音
の
資
本
蓄
積
は
次
の
如
く

】
暦
一顧
著
で
あ
る
。
拠
蛭
之
に
基
オ
機
業
者

の

猫
立
傾
向
並
び
に
そ
の
形
態
な
全
く
新
し
い
も
の
で
な
く
、
そ
れ
自
身
既

に
事
愛
前
よ
り
存
在
し
た
こ
と
は
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
.

/

さ
ぎ
に
述
べ
疫
る
如
く
事
墾
勃
費
の
直
後
、
.毛
織
物
を
始
め
す
べ
て
の
毛
製
品
に
謝
し
て
ス
テ
ー
プ

ル
フ
ァ
イ
バ
ー
の
混
用
を
彊

'制
し
、
更
に
十
三
年
七
月
そ
の
混
用
牽
を
引
上
げ
、

「
方
羊
毛
輸
入
制
限
に
因
り
毛
緑
往
産
は
羊
毛
工
業
會
に
於
て
十
三
年
初
め
以

ド

　

來
六
割
操
短
を
實
行
し
た
。
生
産
統
制
強
化
の
た
め
に
進
ん
で
十
四
年
に
は
、
、綜
の
配
給
統
制
を
行
ふ
と
共
に
手
持
懸
に
つ
い
て
も

」
使
用
制
限
を
加

へ
た
。＼
か
く
の
如
き
生
産
制
限
が
強
化
ざ

れ
る
に
つ
れ
、
商
品
減
少
が
見
越
ざ
れ
た
の
で
あ
る
が
、・
最
初
の
ち
ち
は

ケ

純
毛
織
物
が
存
し
、
や
が
て
二
割
混
織
、
更
に
五
割
混
織
.と
い
庵
如
く
、
混
用
牽
が
張
化
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
純
毛
物
及
び
所
謂
㌦

輕
季
物
の
買
漁
り
が
行
は
れ
る
こ
と
は
當
然
で
あ
り
、
便
格
も
之
に

つ
れ
て
騰
貴
し
た
。
即
ち
事
攣
勃
稜
よ
り
最
初
の
二
三
ケ
月
は

市
況
不
安
が
あ
り
、
中
小
機
業
者
の

一
部
に
は
代
金
同
牧
状
態
の
不
良
か
ら
金
融
難
に
陥

る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
十
二
年
末
よ
り
不

安
人
気
も
解
清
し
、
先
づ
純
毛
織
物
に
封
ず
る
需
要
が
激
増
す
る
こ
と
」
な
っ
た
。
ス
テ
レ
プ
ル
グ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
も
仕
掛

中
の
も
の
に
つ
届
て
は
十
三
年
三
珂
末
日
ま
で
猫
豫
さ
れ
た
た
あ
、
,機
業
者
は
こ
の
時
ま
.で
繁
忙
を
極
め
、
問
屋
並
び
に
機
業
者

の

.

手
持
商
品
も
相
當
に
清
化
さ
れ
た
噸
毛
織
物
市
況
抵
封
濠
通
商
開
題
以
来
、
梢
不
振
で
あ
り
、
從
っ
て
問
屋
及
び
機
業
者
中
に
は
ス
.

ト
ツ
ク
を
擁
す
る
も
の
が
少
く
な
か

っ
た
が
、
今
や
盛
ん
に
取
払
さ
れ
人
な
る
利
益
を
齋
す
ζ
と
」
な
っ
た
。
か
く
の
如
き
事
情
は

十
三
年
七
月
の
混
用
率
計
上
の
前
後
に
も
見
ら
れ
た
。
混
用
牽
が
最
低
五
割
と
な
れ

ば
五
割
以
内
の
所
謂
輕
牽
物
に
封
ず
る
需
要
起
.

り
、
再
び
問
屋
及
び
機
業
者
の
少
き
手
持
商
品
が
活
溌
に
取
引
さ
れ
た
の
に
勿
論
》
機
業
者
も
或
る
程
度
ま
で
思
惑
的
生
産
を
行
っ

隔

丁.

航
.

冗.

.

.
秘

♂
.!



'

ρ.

!
し

、

'

た
。
た
Ψ
と
の
間
に
於
て
事
憂
勃
獲
直
後
は
い
ふ
莚
も
な
く
、
通
常

の
契
約
親
、
例

へ
ば
年
末
の
春
セ
ル
、
三
、
四
月
頃
の
冬
物
背

.

底
地
、
.オ
ー
バ
地
等
の
契
約
期
に
は
機
業
者
の
受
註
は
梢
減
少
し
た
。

・
商
品
減
少
に
射
し
、
他
方
に
於
て
は
需
要
増
加
が
更
に
激
し
く
な
っ
た
.。
享
受
前
か
ら
増
加
し

つ
、
あ
、つ
た
政
府
支
出
は
い
ま
や

㍉

.

、悪

騒

・
・
讐

力
堅

磐

漏

し
マ

・
づ
・
・
婆

毘

勤
す
・
垂

馨

・
各
藩

…

亙
…

で
・
・
が
、
+
三

劇
.

.

争

覇

誘

引
績
毛

織
物
嘉

・
活
謹

書

し
τ
之
・
家

憲

は
れ
る
コ
綿
、
羊
毛
、
・人
絹
∵
ス
フ
等
と
銃
架

各
無

届

維
に
芒

て
全
面
的
に
及
ぶ
圭

ハ
・
、
.
+
三
葉

・
り
は
殊
に
全
務

界
は
麗

最

北
を
芒

、
怠

講

取
引
が
葦

ぐ
な
つ

細

江

た
。
問
屋
の
買
漁
ザ
激
し
く
、
債
格
も
取
引
條
件
も
胎
翌
機
業
者

の
要
求
通
り
と
な
り
、
か
く
て
生
産
者
の
採
算
は
著
↓
く
好
聴
し

た
の
で
あ
惹
・
そ
の
蓄
警

慧

籍

進
行
し
た
こ
ど
讐

ふ
ま
で
も
な
い
・

綱

以
上
・
袈

需
霧

・
.暮

痔

・
聞
・
毛
織
物
偵
察

騰
芒

た
を

な
勿
論
で
身

、
何
時
・
言

・
馨

し
た
.
.毛
織
物

鶴

債

格
蒲

の
祝
期
、
+
咽
年
五
覆

り
の
愛
知
肇

織
物
工
業
組
A、
聯
ム・倉
の
査
嶺

董

、
ま
た
+
四
年
+
二
月
の
公
定
鰹

も

勧

い
つ
れ
も
相
當
有
利
な
る

、も
の
で
あ
る
こ
と
嬉

震

ひ
な
く
、
從
っ
て
闇
取
51
を
馨

と
す
る
も
、
公
定
繧

梶

後
も
引
響

珊

r
菓
者

の
蓄
積
は
檜
太
し
允
の
で
む
る
。
か
く
て
債
格
統
制
が
十
三
年
後
孚
よ
り
漸
次
強
化
さ
れ
た
が
、
内
需
向
が
が
ぐ

の
如
き
騰
貴

峨

集

三

方
・
警

は
・
ン
・
制
の
臨

画

つ
た
に
.せ
・
、
極
・
て
不
辱

あ
っ
、
.殊
に
+
三
年
七
月
・
書

致

当

の
幣

環

一
.

を
リ
ン
ク
制
よ
り
除
外
す
る
こ
と
ガ

努

め
・
集

轍
出
霜

當
な
力
を
注
い
で
来
た
機
業

も
讐

内
需
向
へ
臠

す
・
鶴

融
.

'

・
あ
・
…

建

あ
っ
・
は
事
欝

嘉

・
・
?

あ
・
憂

・
服
地
・
生
露

・
特
・
響

…

た
兄

師

.

、㍉
轄
熱
熱纏

縫
藩
齢雛
輪
驚
㍉
器
嬉
縛
聾
囲鍾
繍謙
欝

榔

-

,

の

々
受
註
高
以
上
に
思
惑
的
生
産
を
行
ひ
、
之
を
打
つ
π
も
の
は
莫
大
な
る
利
潤
を
牧
め
る
こ
と
」
な
っ
た
。
他
方
に
軍
絨
下
請
の
註

唱

、

、
裁

下

の
中
生

業

と
憲
.

'

、

」

,釜

+
馨

三
.

一

第

二
號

九
三

卜

'

.

へ
.
.

.

.

、

.

∵
.

し
.

一

、

F

L



、

r

`

＼

、

'
.

」
.

'

1

轟

下
.の
宗

工
讐

譲
.

、
.

＼
.

第
五
書

巻
.

三

二
.

笙

號

九
四

丈
が
早
く
よ
ゆ
與

へ
ち
れ
た
こ
と
も
見
逃
し
得
な
い
。
た
穿
業
者
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
原
線
出
廻
り
.匹
不
圓
滑
で
あ
り
沸

十
三
年
初
沁
よ
り
日
本
羊
毛
工
業
會
が
毛
縣
生
産
の
六
割
操
短
を
實
旃
毛
た
た
め
、
綜

の
一
般
駒
不
足
が
.あ
っ
た
に
加

へ
て
、「混

用

に

ヒ

規
則
以
来
次
の
如
き
種
庸
の
困
難
が
俘
ふ
こ
と

」
な
つ
.夜
。
第
」
に
自
己
の
手
持
純
毛
綜
又
は
輕
率
混
紡
綜
を
以
て
.混
用
親
則
に
適

、

合
す
る
製
品
を
つ
べ
る
た
め
に
必
要
な
る
綜
、
.例
.へ
ば
六
-
八
割
混
紡
懲
が
不
足
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
も
第

二
に
混
紡
懸

轟

類
が
ぞ

、
基

製
造
纏

毎
に
品
質
が
署

の
み
な
祭

、
.第
三
に
毛
が
霧

懲

馨

る
畏

し
、
う

及
総

は
植
物

犠

葉

・
た
め
蓋

土
の
難

つ
な

、
.託

ら
の
事
情
か
蒜

の
蓄

多

く
す
・
必
要
が
あ
魂

。
か
あ

如
き
縣

歪

.

の
困
難
は
凡
そ
十
四
年
初
め
毛
聯
の
配
給
統
制
實
施
ま
で
績

炉
惚
。
十
三
年

六
月
頃
は
途
に
毛
縣
市
儂
が
暴
騰
し
v

」
時
庭
綜
の
責

.

謬

停
止
。
た
遷

落

窪

.

.又
同
年

二
月
犠

の
諜

と
封
繁

謀

れ
た
の
轟

歪

ρ
饗

以
外
有

跨

慨
鶏

、制
實
施
後
と
雄
も
毛
懲
の
配
給
量
は
漸
次
減
少
す
る
ば
が
ゆ
で
あ
る
が
、
兎
あ
角
も
配
給
量
及
び
使
貯
爵
が
富
め
ら
れ
て
τ

へ
ば
・

買
櫓

の
必
謬

な
《
な
誰

陰

あ
る
。

」從
つ
で
禁

足
の
葵

し
蒔

期
に
策

攣

誰

そ

の
纂

を
必
要
・
し
、配
給

.

.

統
制
の
箆

倦

配
麓

の
減
少
書

と
と
も
簾

攣

當
墓

の
必
要
奈

・
ぐ
な
書

、
毛
織
物
費
行
の
良
好

ひ
惚

条

ツ
ク
常

北
吸
穫

格
馨

の
賛

、
工
業
霞

蓄
積
さ
斐

上
記
の
如
き
資
力
は
、
最
初
の
う
ち
書

し
て
原
攣

霞

注
ぎ
込
.

.

ま
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ̀
る
σ
.

・
.
・
」

.

.

.

、
・

:

・
.
.
.

三

生
産

並
び

に
.配
給
機
構

の
混
齪

金
輸
出
再
禁
止
以
来
漸
次
そ
⑳
規
模
を
増
大
し
來
つ
た
機
業
者
が
、'事

攣
勃
稜
後
は

一
智
そ
の
資
本
を
蓄
積
し
得
た
る
こ
と
叙
上

-

.

よ
鵬

ら
変

身

、
.か
透

知
嚢

馨

の
資
喜

積
擢

む
き

は
、
從
來
の
如
く
闇
屋
よ
り
金
融
を
仰
彦

要
が
減
書

だ

"
、
問
屋
よ
り
猫
立
す
る
傾
向
を
示
す
筈
で
あ
吻
」事
墾
以
來
は
諸
種
の
異
常
な
る
事
情

の
た
め
迂
絵
曲
折
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、大

、

r

1



.

'

皆

㌦

r

・盟
に
お
い
て
こ
一の
傾
向
は
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た
も
の
と
言
ひ
得
る
。
之
を

一
面
よ
り
見
れ
ば
生
産
及
び
配
給
機
構

の
墾
化
で
あ

と

,麺

難

縫

諺

騨
賢婦郵

　

　

・・必…

-
　

+・姦

二
月
よ
り
は
、
羊
毛
、
人
絹
又
は
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ

イ
バ
ー
を
原
料
と
す
る
綜
及
び
織
物
.の
製
造
設
備
に
つ
き
新
設
及
び
増
設
が
全
.
嵯

面
的
。
禁
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
。
。
従
来
は
喜

を
直
ち
に
縫

護

に
馨

し
奮

小
工
業
者
は
書

こ
の
方
向
に
吉

。
馨
.

灘

　

口
を
塞
が
れ
、
從
っ
て
之
を
不
動
産
め
如
き
自
己
の
螢
業
以
外
に
向
け
ざ
る
限
り
、
嘗

て
問
屋
の
金
融
を
仰
い
で
ね
た
原
孫
購
入
そ

漏
こ

の
他
.に
必
要
潅
る
蓮
樽
資
金
に
向
け
る
ほ
か
な
い
。
而
し
て
當
分

の
う
ち
は
原
縣

の
出
廻
り
不
測
滑
で
、
多
種
類

の
中
か
ち
特
に
自

朔

.

己
の
必
要
と
す
泥
描
綜
を
得
難
か
つ
た
。
こ
の
聞
は
蓄
積
を
附
綜
手
詰
に
用

ひ
た
の
で
あ
る
。
原
料
毛
綜
の
買
漁
り
買
溜
め
に
努
め

奔

た
の
が
有
力
な
農

書

の
幕

霧

つ
た
・
ま
た
か
・
る
買
勢

の
間
籏

欝

付
が
襲

現
金
で
行
は
れ
・
や
乏

峯

て
來

脚
.

表
。
然
し
乍
慕

《
て
も
潅

禁

足
は
芒

ぐ
純
露

文
は
二
山

割
の
混
類

の
如
き
賃

攣

撃

・
暗
躍

、
六
人

割

或

.

の
霧

禁

李

巣

蕊

鳶

、
か
.器

毒

響

か
へ
へ
て
長
期
に
五
つ
℃
籍

す
み

除
婁

富

吾

・
+
三
年
牛
蟹
.

賜

.

に
竺

時
金
製

窮
墨

な
っ
た
も
の
も
現
は
れ
・
誓

事
需

吉

努

機
馨

綾

接
磐

よ
り
融
通
菱

け
る
に
著

て
ゐ

賄
.

・
賀

委

　

多
良

袋

笙

、
・
井
等
の
諸
銀
行
・
・
馨

…

書

庫
・
蓬

の
賀
票

相
・
笙

嬲

り
た
。
、伽
」
る
優
良
綜
は
混
紡
綜
の
出
廻
り
と
と
も
に
い
つ
れ
は
使
肘
可
能
と
な
る
見
込
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
は
市
況

の
良
好
に
鑑

撃

み
、
大
鰹

念
な
く
貸
出
撫

じ
た
や
う
で
あ
る
(銀
行
貸
鑑

高
統
計
は
都
合
に
よ
り
省
略
)。

、
.
.

、

、
郵

瀧

給
蒲

規
則
糖

和
ナ
四
年
二
月
實
施
読

、
差
身

毛
織
物
閣
僚
に
嘗

て
も
、
貢
.
セ
ル
、
梗

農

地
管

混
轡

翻

意
彰
彰
翫
麟

物
論
肺貼雑

黙
齢
纏
縫

蝋護

陥肛猷
鶴

艇

.

「
事
墜

下

の
中

小
工

業

と
金
骸
.
.

馳
.

第

五
+
四

巻

二

臼
三

第

二
競
、

九

五

・
,

〔
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.
.
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、

r、耽

り

「
.
.
.

事
塑
下

の
中
小

、工
業
と
金
融

第
五
十
四
巻

二

】
四

第

二
號

九

六

.

つ
て
凡
そ
従
来
の
七
割
位
の
毛
綜
が
配
給
さ
れ

る
ほ
か
、

手
持
綜
も

↓定

の
滑
費
割
當
数
量
を
超
え
て
使
用
す
る
こ
と
を
.許
さ
れ

買
以
程

を
月
過

す
、
か

く
て
縣

ス
ト
ッ
ク
⑳
喰

ひ
延
ば
し
と
内
需
抑
制
と
が
策
せ
ら
れ
た
。
こ
」
で
も
ま
た
手
持
縣
の
使
用
制
限
の
た
め
當
分
は
資

之
ケ
産

金
の
羅

蔚

屈
・
な
つ
藁

者
は
、
原
辯
護

に
て
磐

よ
り
冨

豊

け
、、
そ
の
壱

+
塁

五
晶

・
は
倉
岳

毒

行
高

質
.猛

が欝

籍

駐

織

無

爵霧

禁
鷺

の後　

羅

用量を制限空

響

　

・
・　

・
蓮

減
…

　

如
　

　

　

・
分
・
・、
　

・
五
分
の
・v、
寡

　

霧

資
金
を

無

、

賢
蟻

鴛
藍

ピ鱗

躰烈鞭

騰
舖
轄

難

藷
瀧藍

雑

騨

も
・
矢

同
・
配
給
・
れ
轟

の
購
入
資
金
の
響

は
殆
ど
問
腰

な
ら
な
い
位
で
あ
ら
う
。
毛
麓

総
統
禦

響

軌
誉

の
・
.
.講

鰐
.

や
・
直

年
秩
に
は
尾
西
地
方
の
各
銀
行
預
象

嘗

の
挽

を
示
し
た
鯉

は
・
の
事
婆

物
語
・
。
毛
楚

關
す
・
轟

の
問
、
鰯

駝

に
の
ね
を

題
は

一
慮
ご
」
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
.や
が
て
機
構
を
整
備
し
て
共
同
販
費
さ
れ
る
こ
.と
Y
な

っ
た
。

令
票
に
用
.

命
給
合
作

.

.昭
和
十
五
年
五
月
か
ら
モ
縣
は
匠
木
毛
蘇
冗
費
卸
商
業
組
合
よ
り
共
同
販
費
さ
る
」
こ
と
な
っ
た
。
毛
縣
商
ば
毛
綜
を
個

々
.に
紡

産
配
組
的

.

生
が
業
融
.

の
者
商
会

績
會
壮
ポ
リ
購
入
す
る
が
、
.そ
の
販
費
を
商
業
組
合
に
委
託
し
、

】
.方
機
業
者
の
受
げ
た
配
給
票
は
之
を
商
業
組
合
に
集
め
、
買
付

脊
梁
卸
ほ

工
槻
喪
な

数
量
と
機
業
者
の
希
望
と
の
雨
着
を
見
合
は
せ
て
、
.組
合
の
共
同
販
費
所
よ
b
割
當
販
費
す
る
の
で
あ
る
コ
完
全
な
る
組
合

の
共
同

商

、元
ま

が
り
は
い

販
費
で
あ
る
か
ら
、
従
来
機
業
餐
と
定
常
的
取
引
關
係
を
結
ん
で
み
た
老
緑
商
は
い
ま
や
こ
の
關
係
を
断
た
れ
る
.に
至
つ
だ
が
ゆ
ゑ

池
よ
繰
は

曾
て
毛
て

に
、
手
形
に
む
る
費
買
は
不
可
能

と
な
り
、
今
は
現
金
取
引
の
み

と
な
っ
た
。
毛
緯
商
は
嘗

て
手
形
に
よ
る
綜
の
責
買
を
行
ふ
こ
と

積
れ

、於

・
　

筆

者
・
芒

・
金
攣

與

へ
・
鍵

が
・
・
の
意
味
の
憲

的
作
用
婆

れ
事

明
瞭
矯

減
塩

。
.

。
入
上
に

.
-の
.
.

、
か
く
の
如
く
原
綜
手
當
に
資
.金
を
要
す
る
こ
と
少
く
な
れ
ば
、
こ
の
時
か
ら
金
融
上
の
問
題
は

一
軸
す
る
。
蓄
積
が
行
は
れ
穴
だ

「

・

、



'

,

「「

}

ノ

け
、
織
溜
資
金
簸

箆

な
有

毒

以
來
、
夢

の
事
情
か
ら
製
婁

理
に
要
す
る
期
嬰

釜
莚

長
し
、
少
く
盤

ケ
甚

要

す
る
こ
と
N
な
っ
た
つ
こ
の
間
の
遙
轄
資
金
(
即
ち
織
溜
資
金
を
有
力
な
る
機
業
者
は
銀
行
に
、
小
機
業
者
は
問
屋
ま
た
ぱ
親
機
に

仰
い
で
み
た
の
で
あ
る
が
、
資
力
が
増
大
す
れ
ば
て
の
金
融
の
必
要
な
く
、
.蓄
積
が
漸
次
中
小
機
業
者
諾
も
及
ぶ
に
至
っ
て
、
問
屋

よ
り
の
猫
立
傾
向
は
弱
ま
る
。
濁
立
傾
向
は
事
愛
以
前
よ
り
既
に
見
ら
れ
た
.こ
と
で
あ
り
、
逆
に
ま
た
有
力
機
業
者
に
射
し
て
は
地

方
問
屋
を
排
除
し
て
東
西
の
集
散
地
問
屋
0
方
か
ら
働
き
か
匠
た

こ
ど
も
.あ
っ
た

が
}
十
四
年
後
孚
頃
よ
り
こ
の
勢
は
特
に
顯
著
と

な
っ
た
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
維
瞥
上
の
猫
立
は
同
時
に
金
融
上
の
濁
立
を
意
味
す
る
。
・

機
業
者
の
掘
立
傾
向
は
賃
機
、
即
ち
零
細
機
業
者
の
親
機
よ
り
の
猫
立
と
、
や
者

力
な
る
機
業
責

ぞ

餐

槻
を
有
す
る
親
機
)
の
.

努

間
星

り
の
猫
立
詫

分
た
れ
る
が
G

づ
量

毛
織
物
の
徒

書

配
給
馨

墨

化
を
篠

す
・
謹

於
て
は
響

が
・

い
.
こ
の
傾
伺
億
根
本
的
に
拡
機
業
者
の
資
本
蓄
積
に
由
來
す
る
け
れ
ど
も
、
更
に
之
を
助
長
す
る

=

一の
事
情
が
働
い
た
こ
と
を

見
逃
す
.こ
と
を
得
ぬ
。
第
.一
.に
商
品
減
に
樹
す
る
買
漁
り
の
傾
向
で
あ
る
。一
商
品
不
足
に
鋤
し
て
需
要
が
旺
盛
な
る
場
合
に
責
手
が

強
く
な
る
の
は
當
然
で

あ
り
、
産
地
問
屋
が
機
業
者
に
與

へ
た
永
年
の
恩
顧
も
数
果
を
減
じ
、
東
西
問
屋

へ
直
接
取
引
を
開
始
す
る

竜
の
増
丸

問
屋
の
方
か
ら
も
婆

の
條
件
を
以
て
之
を
誘
き

と
蛮

習

。
道
場

愛
噸

既
盛

萎

、
地
方
小
藩

念

加
は
つ
て
屓
漁
り
が
行
ば
れ
沈
。
第
二
に
毛
縣
悌
給
が
設
備
を
基
準
と
し
て
工
業
者
に
與
不
ら
れ
た
た
め
v
子
機

(撰
機
Ψ
.も
資
金
ざ

へ
あ
れ
ば
親
機
の
力
に
害
ら
す
毒
て
原
縣
を
入
手
七
得
る
。、

工
賃

の
騰
貴
か
ら
資
金
は
蓄
積
さ
れ

て
る
た
か
ら
、
こ
の
事
は
容
易
で

あ
り
、
取
締
方
針
も
配
温柑
縣
が
他
に
流
れ
一ぬ
や
一う
特
に
親
機
乃
至
研
屋
経
由
を
喜
ぱ
な
か
っ
た
(
の
.ち
親
機
手
機
連
記
.の
配
給
票
を
認
め
る

ご
と
、
な
っ
た
〉
。
然
し
か

」
る
子
機

の
猫
立
技
反
面
に
製
口朋
の
質
の
低
下
を
措
い
悔
こ
.と
も
否
み
難
い
。

.

か
く
の
如
き
機
業
者
の
猫
立
傾
向
に
謝
し
て
は
、
「問
屋
も
勿
論
手
を
拱
い
て
傍
観
し
て
み
た
わ
け
で
な
い
。
原
綜
配
給
が
設
備
に

謝
し
て
の
み
與

へ
ら
れ
る
か
ら
、
有
力
な
る
織
物
問
屋

(買
綴
高
)
或
は
毛
縣
商

は
資
力
を
以
て
遊
休
機
又
は
工
場
を
買
収
し
、
或
は

.

.事
愛
下
め
中
小
工
業
と
金
融
.
.
.

、
.

'

第
五
+
四
巻

二
、一
五

・第
ユ
観

九
七

尺

一...一一.一一...」一山「江山_..二LL
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.

」

電

'

.

事
攣

下
.の
中
小
工
業
と
金
融
.

第
五
十
四
巻

二

「
六

第

二
號

九
八

、

ノ

設
備
を
賃
借
し
て
.工
業
者
化
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
た
っ
た
警
厩
に
公
定
債
格
が
有
利
な
る
た
め
ハ
機
業
者
が
設
備
を
手
離
す
こ
と
を

徴
せ
す
、
資
本
的
進
出

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
.

「

生
産
及
び
配
給
機
構
の
混
齪
は
更
正
進
行
す
る
。
毛
織
物
公
定
債
格
は

一
部
は
昭
和
十
三
年
八
月
に
、
ま
た
よ
り
廣
汎
に
は
十
四

年
+
二
月
に
定
め
ら
墾

.
釜

馨

は
三
段
階
に
鷹

ら
れ
、
徒

業

震

格
、
無

敗
震

格
及
び
小
叢

霧

笛

悉

.

五
%
内

一
〇
%
及
び
三
〇
%
の
利
濁
が
認
め
む
れ
距
。
從
っ
て
生
産
者
が
直
接
小
費
商
に
賣
れ
ば

一
五
%
、
更
に
小
質
商
ま
で
象
螢

.

す
れ
ば
四
五
%
の
利
潤
を
獲
得
し
得
る
わ
け
で
あ
る
.
か
く
て
生
産
者
が
自
己
の
資
力
を
以
て
.別
個
の
名
義
の
小
質
商
を
兼
螢
す
る

傾
向
が
十
四
年
末
よ
り
現
は
れ
て
來
た
。
.こ
の
傾
向
は
十
五
年
中
に
最
も
盛

で
あ
り
、
毛
織
物
配
給
統
制
の
整
備
し
た
十
六
年
に
漸

次
減
す
る
ま
で
緩
い
た
。

、
.
.

h
.
.

r

・
.

r

金
融
の
側
面
に
語
い
て
は
な
ほ
現
金
取
引
の
浸
潤
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
毛
綜

の
現
金
取
引
に
つ
い
.て
は
さ
き
に

一
言
し
た
が
、

毛
織
物
に
つ
い
て
竜
旺
盛
な
買
漁
り
か
ら
取
引
條
件
が
影
響
音
れ
.た
ζ
と
は
言
ふ
迄
も
な
く
沸
十
四
年
後
孚
よ
噸
殊
に
現
金
取
引
が
.

.

一
般
化
し
隔
商
業
手
形

の
割
引
は
漸
減
し
、
從
っ
て
又
奮
盆
、
醤
正
月
の
決
済
の
た
め
の
資
金
移
動
も
減
じ
た
一
+
四
年
後
孚
よ
ゆ

十
五
年
孚
ば
頃
ま
で
預
金
の
増
加
せ
る

一
方
、
貸
出
残
高
が
漸
減
し
て
み
る
の
は
毛
綜

の
配
給
統
制
と
現
金
取
引
の
旺
盛
と
を
示
す

.

も
の
で
あ
る

(統
計
省
略
)。
.

、

『

問
屋
の
工
業
者
化
に
關
嚇
し
て
附
加
す
べ
き
な
、
日
本
羊
毛
工
業
曾
又
は
日
本
紡
績
聯
合
會
系
め
大
企
業
、
殊

に
原
料
生
産
者

の

・中
小
機
業
支
配
の
進
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
原
料
生
産
者

の
毛
織
機
業
進
出
は
、
原
料
縣
の
僧
家
清
費
の
方
が
公
定
債
格
制

.

及
び
賦
ツ
ク
制
に
よ
る
羊
毛
輸
入
櫻
獲
得
の
關
係
か
ら
有
利
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
紡
績
會
吐
の
蓄
積
が
狭
め
ら
れ
た
投
資
ロ
を
こ

こ
に
求
め
た
こ
と
に
よ
ウ
、
更

に
餐
種
繊
維
の
統
制
強
化
か
ら
織
物
が
混
織
さ
為
玉
と
.と
多
く
な
り
綿
縣
紡
績
會
肚
か
ら
繊
維
工
業
」

コ
泌
ツ
エ
ル
ン
形
成
の
意
圓
を
以
て
、
.、行
は
れ
た
と
考
外
ら
れ
る
。

}
二
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
こ
の
地
方
に
日
本
毛
織
株
式
會
肚
,昭

勘 一

、



'

、

9

巳

和
毛
縣
紡
績
株
式
會
肚
(最
近
日
本
毛
織
に
合
儲
さ
る
)
.
滞
蒙
毛
織
株
式
會
肚
が
織
伽
の
た
め
の
分
工
場
又
は
子
會
肚
を
有
す
駒
ほ
か
、

鐘
淵
紡
績
株
式
確

、
春

本
紡
藤

式
経

、
東
洋
紡
類

式
緯

の
如
竃

毛
繕

婁

養

織
毒

遊
寵

し
て
聖

や
う

で
あ
る
。
か
曳
る
紡
績
會
杜
の
機
業
乗
掛
は

プ
方
で
は
利
潤
の
増
大
を
目
指
し
て
み
る
こ
と
疑
ひ
も
な
い
が
、
他

方
自
家
製
毛
縣
を

ロ

用
ひ
優
秀
な
る
技
術
を
以
て
指
導
す
る
と
き
、
品
質
改
善
を
行
ふ
可
能
性
大
な
る
が
故
に
q
こ
の
意
味
か
ら
は
軍
に
機
醇
の
混
齪
と

い
ぴ
得
す
ハ
政
府
が
昭
和
十
六
年
よ
り
認
わ
る
こ
と
」
な
っ
た
所
謂
縦
貫
プ

ロ
ツ
ク
と
方
向
を

一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

四
,
統
制
機
構
の
整
備
と
金
融
問
題

、

『

梳
毛
綜
及
び
紡
毛
綜

の
配
給
統
制
は
昭
和
十
四
年
十
一、一月
よ
り

日
本
毛
綜
元
寅
卸
商
業
組
合
の
共
同
販
費

の
形
に
於
て
行
は
れ
、

.

從
っ
て
毛
綜
が
坐
ぐ
現
金
取
引
と
な

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
も
機
業
者
は
相
當
の
蓄
積
を
得
て
居
り
、
他
方
現
金
取
引
な

就
に
そ
れ
以
前
か
ら
浸
潤
し
つ
」
あ
っ
た
が
故
に
、
さ
し
て
苦
痛
を
感
ぜ
し
あ
な
か
っ
た
。

.

・

恥

製
品
た
る
毛
織
物
り
取
引
に
つ
い
て
は
享
受
以
來
ほ
と
ん
ど
間
断
な
く
旺
盛
な
る
需
要
に
恵
ま
れ
、
便
格
は
著
し
く
騰
貴
し
た
も

糾
。

.

貿
雛

雑
藷
蘇
雑

嚢
鍛
巽
諜
嚇撫
難
襲
撃
麹
熱

い
鴇
こ
　」
に
毛
織
伽
配
給
統
制
が
考
慮
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
。
勿
論
、
他
方
に
盟
屋
そ
の
他
の
運
動
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
や
が
、

"
踊
㈱

康

料
及
び
商
品
の
不
足
・
偏
奮

霧

摩

る
計
講

舞

配
給
の
必
票

・
の
統
制
養

現
芒

め
た
の
で
あ
る
。

繍

,

毛
織
物
配
給
瓢

は
昭
和
+
五
年
五
月
言

責

藷

せ
ら
れ
・
毛
織
物
星

雲

か
ら
以
後
を
三
段
階
雰

ち
、
土
窯

の
團

、繍

難

美

果

毛
織
物
工
業
組
合
響

會
・毛
工
聯
・
は
養

薯

直

壁

の
團
舅

・
呆

毛
織
物
養

御
爨

組
合

・或
・
呆

「商
毛

⇒
勾

、

毛
布
卸
商
業
組
合
、
日
本
肩
掛
卸
商
業
組
合
)
.に
射
し
て
民
需
向
毛
織
物

(或
は
毛
布
、
肩
掛
)
を
共
同
飯
費
し
「
同
商
業
組
合
は
之
噛
共
同
購

喜
憂
下
め
中
小
工
業
と
金
融

、
.
.

第
五
+
四
巻

二
一
七

・
隼
二
塀

九
九

乙..試噛..昌.一.
一.

.、
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車
山

下

の
中
44

工
業

と
.金
融
.

・
..
.'

.

第

五

十
四
鐸
.

ゴ

「
八

.
第

二
號
.

一
〇

〇

入
す
る
皇

ハに
種
類
別
の
下
部
團
謄

順
糞

同
腹
摩

る
を

む

た
。
か
く
て
自
治
的
統
制
に
哨

配
給
系
統
を
明
確
に
し
、

飽
壁
當
分
の
う
ち
冗
費
卸
商
業
組
合

の
共
同
購
入
に
つ
き
斗
完
全
な
る
共
同
購
入
で
な
く
、
所
属
組
合
員
の
代
行
を
認
む
る
こ
と
」

L

、
之
に
毒

念
警

鍵
化
轟

け
ん
亡

た
。
意
味
す
る
と
老

継

來
襲

に
鍵

化
し
で

あ
り
青

い
へ
・.
羅

拝
↓
て

る
た
集
散
地
問
屋
又
は
買
織
商
の
機
業
者
に
封
ず
る
支
配
関
係
を
直
ち
に
消
去
す
る
こ
.と
な
く
、
.組
合
員
た
る
問
屋
が
個
々
の
機
業

者
と
取
引
し
た
る
場
合
、
冗
費
利
潤
の
↓、一〇
%
を
取
扱
手
藪
料
と
し

て
取
得
せ
し
あ
、
.こ
れ
に
よ
っ
て
圓
滑
な
る
集
荷
を
は
か
る
の

ド

で
あ

る
コ

た

野

蚕
國

に
千

五

百
散

在

し

て

み
た
組

合
員

を

幾

つ
か

の
プ

ロ
ツ

ク
に

統

合

せ

七

め

入
結
局
五
+
ズ

ロ
.ツ
ク
に
統
合
)
、
、
プ

ロ

ツ
ク
健

縄
飛
の
藷

實
績
を
毒

と
す
・
割
叢

扱
・薯

淀
め
た
か
ら
参

』
る
誰

A・勢

砦

取
引
を
各
客

ツ
.ク
の
割
當

範
園
内
に
制
限
す
る
と
共
に
、
元
蓑
利
潤
の
八
○
%
は
組
合
の
プ

㌃
ル
計
算
に
移
す
こ
と
㌧
し
た
。
.こ
の
瓢
に
於
て
富
合
の
申
は
配

ノ
　

へ

給
統
制
は
機
業
者
を
支
配
す
る
問
屋
機
構
を
過
度
に
保
護
す
る
と
い
.ふ
批
判
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
ケ
年
後
の
十
六
年
五

月
よ
ゴ
は
組
合
員
代
行
を
慶
し
完
全
な
る
共
同
販
費
γ
共
同
購
入

に
改
め
ら
れ
た
。

、
.

ワ
一
.

然
し
で

に
有
力
な
る
機
萎

に
し
て
、
既
述
の
如
く
産
地
買
讐

或
は
集
散
地
問
屋
よ
り
濁
立
し
、
月

切
質
商
、
既
成
服
葉

音
、
地
方
小
窩

人
籍

し
て
販
掌

る
窒

つ
た
も
の
を
、
藷

卸
商
蓋

△・呈

し
嘉

め
。
薯

や
の
問
題
姦

つ
た
。
之

ヨ

の

セ

ロ
　

に

つ

い

て
は
相

當

の
紛
糾

が

あ

っ
た

が

、

結
局

所
謂
親

機
プ

ロ
ツ

ク
を

認

め

、
冗

費
利

潤

の

山
部
一を
一割
ぐ

こ

と

に
よ

り

、
.か

」
る

機

、
蓉

・
粟

的
活
動
・
認
・
な

・
ξ

し
・
.
.

,

,

蜆

」す酷
雛

繍
雑

縫
雛
歓肋覇
難
縄
雛
馨

難

棟騰

鑓

細

行
σ
名
の
下
に
實
質
上
は
従
来

の
問
屋
と
機
業
者
と
の
直
接
關
係
を
暫
ら
ぐ
の
間
認
め
た
と
ζ
δ
に
開
題
が
淺
つ
た
。
既
述
の
如
く

同の

現
金
取
引
が

唱
般
化
し
つ
、」
あ
り
ど
は
い
ふ
も
の
玉
、
か
・生
る
直
接
取
引
に
お
い
て
は
倫
屡

々
手
形
等
に
よ
る
延
決
濟
行
は
れ
、、
機

、

'

ゴ「ド

●



し

「

」

.

、 、
＼

`

ノ

業
者
は
毛
韓

人
窺

金
を
以
手

る
に
反
し
、
製
品
決
済
籔

+
暴

と
馨

。
聖

者
の
資
金
轟

は
、
整
理
期
澗
の
延
長
と

相
俟

っ
て
ハ
漸
く
不
圓
滑
を
感
ず
る
や
う
に
な
っ
て
來
た
。
而
し
甲、
毛
織
物
に
お
け
る
指
定
生
産
が
十
五
年
七
月
よ
り
實
施
さ
れ
た

が
、
之
に
つ
い
て
も
面
様
な
問
題
が
あ
っ
.た
一

掃
定
生
産
制

の
實
施
は
次
の
如
き
事
情
に
よ
惹
。
.帥
ち
旺
盛
な
る
需
要
の
反
面
、
他
繊
維
と
の
強
制
混
用
が
行
は
れ
、
し
か
も
技

術
、
資
力
十
分
蠹
毒
ぎ
る
子
機
の
猫
宰
は
製
品
の
質
を
漸
次
低
下
せ
し
む
る
に
至
9
物
ρ
十
四
年
末
頃
よ
り
品
質
向
出
切
叫
び
が
高

く
な
っ
た
。
ま
た
公
定
偵
格
の
計
算
が
柄
物
に
有
利
な
り
し
た
め
ハ

ザ
ー
ヂ
の
如
き
無
地
物
の
必
要
が
充
さ
れ
す
「、
雑
多
な
る
柄
物

の
み
生
産
さ
れ
る
と
い
ふ
事
情
を
招
い
た
瑠
こ
製
に
於
て
商
工
省
は
官
廉
凧
そ
の
他
必
要
ま
す
る
も
の
を
毛
玉
聯
を
通
じ
て
生
産
命

.

令
を
以
て
製
織
暫
し
め
る
こ
と
」
し
た
の
で
あ
る
。
.指
定
生
産
は
時

此
と
も
に
そ
の
範
囲
大
と
な
り
、
今
月
に
於
て
は
全
生
産
の
細

入
○
%
に
も
及
ぶ
や
う
で
あ
る
。
・
の
部
分
は
最
初
毛
織
物
冗
費
卸
羅

組
合
を
経
由
芋

、
そ
の
官
塁

禦

ニ
ケ
月
繁

く
れ

」
鹿
た
め
、
機
業
者
の
金
融
を
不
圓
滑
な
ら
し
め
る
こ
と
出
な
っ
た
。
ま
た
口叩
質
低
下
は
ウ
レ
凋
ん
を
績
慨
せ
し
め
る
か
ち
、
栽

金
周

牧
が

一
潜
思
は
し
く
な
か

つ
喪
。
.
.

、
、
.
.

,
.

.

昭
和
十
五
年
後
牟
よ
り
毛
織
物
關
係

の
賃
租
残
高
が
増
加
し
た
.の
は
上
記
σ
如
き
毛
綜
共
販
に
謝
し
》
毛

織
物
代
金
の
周
牧
　避
妊

及
び

一
部
更
生
綿
織
物
の
費
行
不
振
な
ど
に
因
る
も

の
で
あ
り
、他
方
十
六
年
初
め
頃
よ
り
企
業
合
同
が
進
捗
す
る
に
件

ひ
「措
込
資

金

及
び
合
羅

の
響

資
金
霧

連

に
濯

っ
た
誓

で
あ
・
。
之
に
射
し
て
銀
行
は
配
給
統
制
の
鴇

奄

瞼
姦

少
す
る
に

至
.つ
た
も
の
と
し
で
、
十
五
年
末
の

[
般
的
金
融
逼
迫
の
際
を
除

い
て
↓比
較
的
容
易
に
貸
出
に
慮
じ
た
や
ヶ
で
あ
る
.(統
計
省
略
)。

.

指
定
生
産
部
悟
が
増
大
ナ
る
に
粋

ひ
冗
費
卸
断
業
組
合
は
そ
の
取
扱
を
希
望
↓
、・や
が
て
全
國
問
怪
の
五
十
ブ
.解
ツ
ク
へ
の
統
A口

.

と
共
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
.」
な
.っ
夜
か
而
し
て
機
業
者
の
代
金
周
牧
を
促
進
す
る
必
要
あ
る
た
め
「
十
六
年
五
月
よ
つ
組
合
倶

の
個

.

.人
代
律
を
認
め
す
、
組
合
の
完
全
な
る
井
呵
販
賞
に
な
る
と
共
に
、
こ
の
黙
に
封
ず
る
改
善
が
見
ら
れ
た
コ
こ
の
金
融
方
法
ほ
最
近

.

崖

下
の
中
小
畢

・
議

・

、

豊

+
馨

・
三

才

第
盛

一
♀

・

一

,
.
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r
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r
.

馳
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ダ
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.旧

事
攣

下

の
中
小

工
藁

と
金

融
.
.

'

第
先五

十
四

巻
'

、
二

二
〇
.

第

二
號

一
〇

二

嬰

児
ら
で

如
く
・
.金
穰

關
の
毅

が
組
合
に
移
る
傾
勢

示
す
も
の
と
し
て
落

す
べ
き
で
あ
ら
う
・
即
ち
婁

者
疑

品

を
冗
費
卸
商
業
組
合
の
指
定
倉
庫
に
搬
入
し
た
る
と
き
は
、
愛
知
縣
毛
織
物
工
業
組
合
聯
合
會

(愛
唱
聯
。
帥
あ
毛
工
聯
の
代
行
機
關
)

宛
の
爲
替
手
形
を
振
出
し
、
.愛
毛
聯
に
於
て
保
護
を
う
け
h
愛
唱
聯
は
入
庫
通
知
に
よ
り
保
誰
を
與
へ
る
)
た
る
後
、
之
を
銀
行
に
持
参
し
.

て
割
引
く
ご
と
に
よ
り
、
製
品
納
入
後

=
.一
日
に
し
て
代
金
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
冗
費
卸
商
業
組
合
よ
り
愛
毛
聯

へ
.

は
約

[
週
間
〔最
近
は
約
三
目
V
に
七
て
入
金
す
る
が
、
・そ
の
間
愛
モ
聯

の
支
彿
資
金
は
之
を
東
海
銀
行
並
に
住
友
銀
行
よ
り
三
百
萬
圓

を
限
度
と
す
る
共
同
融
資
に
仰

い
で
み
る
。
た
f
事
實
上
は
最
近
李
均
残
高
三
十
萬
圓
位

で
あ
る
。
他
の
銀
行
遇
こ
の
手
形

の
取
立

綴

に
閲
し
て
新
規
取
引
先
蓬

得
せ
ん
と
華

中
で
あ
る
こ
と
蜜

た
、
穣

鍵

虜

整
備
に
老

藤

事
情
の
好
蓼

物
悟
る

も
の
で
あ
ら
う
。

企
業
合
同
に

つ
い
て
は
商
工
省
及
び
地
方
廃

の
積
極
的
な
促
進
に
よ
っ
て
漸
く
進
捗
、
こ
れ
が
金
融
の
側
に
お
い
て
貸
出
増
の
原

因
と
な
り
っ
勾
あ
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
.企
業
合
同
燈
の
中
核
に
は
概
ね
有
力
な
る
機
業
者
が
存
す
る
が
故
に
、
成
立
せ

る
合
同
盟
が
資
金
借
入
能
力
を
増
大
す
る
こ
と
は
見
易
い
乏
こ
.ろ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
や
毛
織
物
工
業
竜

一
時
に
比
し
て
稻
不
振
・

に
階
り
、
'又
縦
貫
プ

ロ
ツ
ク
の
形
成
と
と
む
に
大
資
本
、
殊
に
綿
練
紡
績
會
肚

の
進
出
傾
向
が
問
題
を
隣
し
て
み
る
。
た
野
兎
も
角

も
、
機
業
者
が
資
本
の
蓄
積
と
統
制
機
構
の
整
備
か
ら
信
用
を
増
大
す
る
こ
と
義
、
組
合
金
融
が
銀
行
融
資
の
重
要
な
る
分
野
を
形

づ
く
わ
つ
玉
あ
る
こ
ど
は
凡
そ
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

「
.

'

3)拙 稿、 中小工業統制 組織の金融 問題(本 誌第52巻 第4號)。
'

」
'
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